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中国＋C5 サミット～グローバル・イーストの形成 

 

2023 年 6 月１日 

エコノミスト 

多摩大学客員教授 

結城  隆 

 

ゼレンスキー大統領の飛び入り参加や、バイデン大統領を含む首脳の広島原爆資料館の訪問と慰霊碑

への献花などによって大いに注目を浴びた G7 広島サミットだが、果たして、どんな実利があったの

か。むしろ、ほぼ同じ時期である 5 月 18 日から 19 日にかけて陝西省西安市（古名は長安）で開催され

た中国と中央アジア 5 か国（カザフスタン、ウズベキスタン、キルギスタン、タジキスタン、トルクメ

ニスタン、）の首脳が参加した C5 サミットも注目されるべきと思う。 

習近平国家主席と彭麗援夫人が主催した 18 日

の開会セレモニーでは、西安市郊外に復元された

大唐芙蓉園の壮大な伝統建築を舞台にし、漢服を

まとった男女の一糸乱れぬ豪華な舞踊（彭麗媛夫

人が団長を務める党中央軍事委員会政治工作部歌

舞団による）が披露された。サミット終了後に中

国と C5 が発表した西安共同宣言では中国と C5

諸国との緊密かつ全面的な協力が謳われ、今回の

サミットを機に二年毎に開催すること（次回から

はアルファベット順に開催国が割り当てられ

る）、外交、産業、交通・運輸、情報、安全保障

など様々な分野における重層的から包括的な交流

を行うこと、これらの交流事業に対し中国政府が十分な支援を行うことなどが謳われ(i)、54 項目におよ

ぶ協力と、これを担保するための 19 にのぼる新たな機関の設置が合意された(ii)。 

それにしても、なぜ、そして今、C5 なのだろうか。包括的な地域協力であれば、中央アジアをはじ

めとするユーラシア大陸の主要国が加盟する上海協力機構があり、1996 年の結成以来実績を重ね、か

つ加盟国数を拡大させている。一帯一路構想に基づく沿線国家との個別の条約も締結されている。屋上

屋を重ねるものにはならないかという疑問もある。しかし、西安共同宣言に盛り込まれた内容を見る

と、その背景が透けてみえる。 

まず、なぜ C5 なのか。一言でいえば中央アジア諸国の「脱ロシア」の動きがウクライナ戦争によっ

て加速したことであると思う。加盟国はいずれも旧ソ連邦に所属しており、ロシアとのユーラシア関税

同盟や相互防衛協定を締結することによりロシアをリーダーとした同盟関係を構築していた。しかし、

これらによって中央アジア諸国が受ける恩恵は限られていた。ユーラシア関税同盟は加盟国間の貿易促

▼中央アジア 5 か国（百度百科） 
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進につながらなかった。むしろ増加が著しかったのは中国との貿易である。相互防衛協定も十分に機能

したとは言い難い。確かに、昨年 1 月カザフスタンで電力価格の高騰に対する抗議デモが暴動に発展し

ととき、ロシアの空挺部隊の投入によって 1 週間程度で鎮圧されたが、同年 9 月にキルギスタンとタジ

キスタンの国境警備隊が衝突し 100 名もの死者を出した事件に対し、ロシアは手を拱いていた。同じく

9 月に発生したアルメニアとアゼルバイジャンの紛争でもロシアはこれを傍観した。中央アジア諸国に

とってロシアは「パトロン」としての役割を果たし得ないことが明らかになったと言える。 

次に、その一方で中国と中欧アジア諸国の経済

関係は拡充の一途をたどっている。2022 年中国

と中央アジア 5 か国との貿易総額は前年比 31.9％

増加し 320 億ドルに達したという(iii)。中央アジ

ア諸国にとって中国は最も重要な貿易相手国のひ

とつである。トルクメニスタンの対中輸出依存度

は 80％、キルギスタンの対中輸入依存度は 35％

に達している(iv)。また 2021 年 5 月中国と C5 諸

国の外相会議が開催され、共同でパンデミックの

対応にあたることが決議されたが(v)、これと相前

後して中国製ワクチンの供与が積極的に行われた。中央アジア 5 か国はいずれもロシア製と中国製ワク

チンを併用した(vi)。中国＋C5 外相会議は 2021 年で二度目だったが、外相レベルでの関係強化もま

た、今回の中国＋C5 サミットの下地を作ったと言える。 

最後に地域安定化のニーズがこれまで以上に高まっていることが指摘できる。西安共同宣言でもいわ

ゆる「カラー革命」を共同で抑止することも謳われた。中央アジア諸国を巡っては、ロシア離脱を促進

しようとするアメリカとこれをつなぎとめようとするロシアの角逐が起こっている。3 月にはブリンケ

ン国務長官がカザフスタンを訪問し C5 外相会議に出席した。席上アメリカは総額 2,500 万ドルの経済

援助をコミットした。ブリンケン国務長官の訪問は初めてである。一方、ロシアのプーチン大統領は 5

月 9 日の戦勝記念日に中央アジア 5 か国の首脳をモスクワに招待した。中央アジア 5 か国のなかでキル

ギスタンを除く 4 か国の政権トップはいずれもソ連崩壊後に独立した当時のトップあるいはその流れを

汲む政権が続いている(vii)。長期政権の継続に伴って発生している腐敗に対する国民の反発は無視でき

ない。また、中国、キルギスタン、タジキスタン、トルクメニスタンはアフガニスタンを国境を接して

おり、昨年８月の米軍撤収以来アフガニスタンの政情不安の中央アジアへの伝播も懸念される。米軍を

はじめ NATO 諸国の軍は撤収したが、アメリカをはじめとする情報機関は依然拠点を維持しているは

ずだ(viii)。 

中国にとって中央アジアとの友好関係と安定の維持は重要である。中央アジアの安定は新疆ウイグル

自治区の安定にもつながる。安定を維持するためには経済的な繁栄が不可欠でもある。そしてこれらが

実現すれば、中欧班列を通じた欧州との物流が担保される。フォルクスワーゲンは新疆ウイグルに工場

を建設したのもドイツからの部品が安定的に確保できるためである。一帯一路構想を確実に進めてゆく

ためにも不可欠のステップである。そして、中央アジアを通じたパキスタン、イランとの関係強化は中

▼中国と C5 の貿易（2019 年、China Briefing） 

 
 

https://www.china-briefing.com/news/wp-content/uploads/2021/05/Chinas-Role-as-Central-Asias-Most-Important-Trading-Partner.jpg
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東・湾岸諸国との連携にもつながってゆく。グローバル・サウスのなかにもう一つの核であるグローバ

ル・イーストが形成される。中国はグローバル・サウスのリーダーシップをインドと争う前に足元のグ

ローバル・イーストを固めようとしたのかもしれない。ちなみに、新疆ウイグル自治区単体での 2020

年 GDP 規模は 2,246 憶ドルで、中央アジアで経済規模が最も大きいカザフスタンの 1,812 億ドルを大

きく上回っている。省都ウルムチの人口は約 4 百万人で、中央アジア諸国の首都よりも多い。新疆ウイ

グル自治区を通じて中国の経済力が中央アジアに流れ込むという構図も見える。 

ゼロコロナ政策から脱却した中国は、未だこの後遺症に苦しんでいる。第一四半期の成長率は 4.5％

であり、第二四半期以降はこれが加速することが期待されているが、企業収益は伸び悩んでおり、輸出

の伸びも今ひとつ。EV の躍進が目立つが自動車産業全体でみれば EV がガソリンエンジン車のシェア

を食っているという面が強く、業界全体の伸びはまだ弱い。なんといっても、企業数の 9 割、雇用の 8

割を占める中小・零細企業がゼロコロナ政策のもとで大きなダメージを受けてしまった。政府は金融緩

和政策と中小零細企業に対する優遇融資を拡大しているが、1 憶 7 千社もの企業の中でこの恩恵を受け

た企業は 5 千万社に留まっているという(ix)。そして地方政府もロックダウンと検査費用などのコロナ対

策費の重い負担からまだ抜け出せていない(x)。これに不動産不況に伴う土地売却収入の激減が追い打ち

をかけている。4 月末に開催された党中央政治局委員会では、「経済に元気がない」ことが話題の中心

になったという(xi)。西安でのド派手な演出で始まった中国＋C5 サミットは、ゼロコロナ政策の後遺症

に苦しむ中国に活を入れることになったのだろうか。 

以上 
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